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 研究テーマ「構造物性物理学」 

  

質の性質をミクロな結晶構造の視点から解き明かす「構造物性物理学」が私の

専門分野です。結晶は原子や分子が規則正しく並んで結晶構造を形成していま

すが、その結晶構造の変化を X 線回析・散乱実験により調べています。実験は大学の

実験室だけでなく放射光施設（Photon Factory や SPring-8）でも行っています。放

射光施設では、物質の動的な性質や磁気的な性質を調べたり、新たな実験手法の開拓を

行ったりもしています。実験を通して物質の性質の謎に迫ることができたときが心躍

る瞬間です。 

私が特に興味を持って研究しているのが「相転移」です。相転移は物質内で起こる「革

命」とも言える現象です。身近な相転移の例として、水が氷になったり水蒸気になった

りする現象があります。このような、液体が固体になったり気体になったりする相転移

のほかに、固体の中で起こる相転移もあります。例えば、超伝導状態が現れるのも相転

移の一種です。また、磁気的な性質や電気的な性質が劇的に変わる相転移もあります。

相転移は基礎科学的な興味の対象となっているだけでなく応用上も極めて重要な現象

です。 

物性物理学は現在でも実験・理論の両面から発展し続けており、その知見はさまざまな

分野に応用されています。このことから、物性物理学を学ぶことは幅の広い進路選択に

つながるといえるでしょう。 
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物性が大きく変化する相転移から物質の本質に迫る 


